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地域学習 藍染め体験をしよう 

なかよしひろばと子育てサロン交流会 

地域学習で「藍染め体験」をしました。 西一会館では、かつて地域産業で盛んだった“藍染め”の 

歴史を今でも大切にして、当時のこの産業に携わった人々の想いや経験してきたことを地元の方にお話していた

だいています。お話の後には、実際に模様のつけ方などを教えてもらって自分達で染めてみました。 

各自持参したハンカチやタオル、Ｔ シャツやバッグに、花柄や水玉模様など素敵な柄の作品が次々に染め上がり

ました。当日は、沢山の方々に参加頂いて、皆さん「とても貴重な体験ができた」と大満足の様子でした。 

 

オリジナル ガラス風鈴を作ろう！ ～防災について楽しく学ぼう～ 

― なかよしひろば＆子育てサロン 親子の皆さん― 

夏祭り交流会をしました。みんなで作ったりんごあめ、焼きそばの模擬店や 

お菓子引き、ヨーヨー釣りなどそれぞれのコーナーでの遊びを楽しみまし

た。しばらく、コロナ禍で夏の行事が終息していましたが、今年は沢山のお

友達が参加できるようになり、屋内での夏祭りごっこは大盛況でした♪ 

―  なかよし＆子育て ― 

防災について学びました。 

草津西署の消防士さんに消防

車の中を見学させてもらった

り、消火練習や煙の中での逃

げ方などを体験させていただ

きました。 

― なかよしひろば ― 

ガラス風鈴作りをしました。

ガラスに絵の具やカラーペ

ンで絵付けをして、オリジナ

ルの可愛い風鈴が完成し

ました。 

ガラス風鈴は西一会館文

化祭で展示する予定です。 

８月１日 

７月 24日 

８月９日 

８月２日   



西一会館 人権学習講座がスタート 
  西一会館では、同和問題をはじめとするあらゆる人権問題の解決を図るため、 

市民の人権意識の醸成を目的として人権学習講座を実施しています。 

今年度、第１回 人権学習講座が７月１５日（土）、西一会館大会議室で開催されました。              

テーマは、「インターネットと人権～差別の起こりとメカニズム～」。  

公益財団法人滋賀県人権センター人権啓発グループリーダーの萩原伸浩氏が、 

SNS及びインターネットの人権侵害について身近な事例を交えながら、 

     徹底解説いただきました。当日の様子をのぞいてみましょう。 ＊紙面都合により講座の１部を抜粋して載録しています。 

講師 ◎人権啓発グループリーダー 主幹  萩原 伸浩氏 

□萩原 伸浩（はぎはら のぶひろ） 
大学卒業後、守山南中学校の理科教員として

教員生活をスタートする。栗東市立葉山中学

校～草津市立松原中学校～草津市立新田会

館～大津市立志賀中学校に奉職、今年度より

現職。 

主催：草津市立西一会館  協力：公益財団法人滋賀県人権センター 

人
権
と
は
？ 

少
し
堅
苦
し
い
話
に
な
り
ま
す
が
、
法

務
省
人
権
擁
護
局
で
は
、
こ
の
よ
う
に
定

義
さ
れ
て
い
ま
す
。 

○
す
べ
て
の
人
々
が
生
命
と
自
由
を
確
保

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
幸
せ
を
追
及
す
る
権
利 

○
人
間
が
人
間
ら
し
く
生
き
る
権
利
で
、

生
ま
れ
な
が
ら
に
も
つ
権
利―

と
掲
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。 

例
え
ば
、
私
が
今
、
皆
さ
ん
の
前
で
、

自
由
に
発
言
を
し
て
い
る
こ
と
も
大
事
な

人
権
で
す
。
自
由
な
自
分
の
言
葉
で
し
ゃ

べ
れ
る
こ
と
、
教
育
を
受
け
る
こ
と
、
差

別
を
さ
れ
な
い
権
利
な
ど
で
す
。 

少
し
勘
違
い
さ
れ
て
い
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
す
が
、
権
利
、
権
利
と
言
う

と
例
え
ば
、
「
車
の
免
許
」
で
す
。
車
に

乗
る
に
は
運
転
免
許
が
要
り
ま
す
よ
ね
？ 

こ
れ
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
運
転
免
許
の
資

格
を
取
っ
て
運
転
す
る
権
利
を
得
る
、
そ

こ
で
義
務
が
発
生
し
ま
す
。
権
利
と
義
務

が
生
ま
れ
る
わ
け
で
す
。 

人
権
は
違
い
ま
す
。
生
ま
れ
な
が
ら
に

す
べ
て
の
人
に
備
わ
っ
て
い
る
の
が
人
権

と
言
う
こ
と
で
理
解
し
て
い
た
だ
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。 

本
日
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
人

権
侵
害
が
た
く
さ
ん
あ
る
中
で
、
私
も
そ

う
で
、
皆
さ
ん
も
そ
う
で
す
が
、
加
害
者

に
も
被
害
者
に
も
な
り
得
る
と
い
う
話
を

進
め
て
行
き
ま
す
。 

自
分
と
他
人
の
見
方
や
考
え
方
は
異
な
る 

ま
ず
は
、
自
分
の
見
方
や
考
え
方
を
確

認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

例
え
ば
、
あ
る
絵
を
見
て
、
見
た
だ
け

で
そ
れ
が
何
か
を
決
め
付
け
ず
に
、
視
点

を
変
え
る
こ
と
で
、
物
事
の
見
方
が
変
わ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
あ
る
言
葉

か
ら
続
く
言
葉
を
考
え
る
時
、
ひ
と
つ
の

言
葉
し
か
浮
か
ば
な
か
っ
た
時
は
、
固
定

観
念
で
決
め
つ
け
る
の
で
は
な
く
、
自
分

と
他
人
は
違
う
こ
と
を
知
っ
て
お
く
べ
き

な
の
で
す
。 

あ
な
た
は
、
こ
う
す
る
べ
き
、
こ
う
で 

す
よ
、
と
言
う
の
は
、
も
し
か
し
た
ら
間

違
い
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
感
覚
を
持
っ

て
い
て
ほ
し
い
の
で
す
。
加
害
者
か
被
害

者
か
、
ど
ち
ら
の
視
点
で
見
る
か
も
同
様

で
す
。 

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
人
権
侵
害
」

は
、
著
作
権
侵
害
、
名
誉
棄
損
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
侵
害
、
デ
マ
の
配
信
・
拡
散
等
で

す
が
、
特
に
問
題
が
あ
る
の
は
、
デ
マ

（
う
そ
の
情
報
）
を
拡
散
し
た
場
合
で

す
。
当
人
と
し
て
は
、
悪
気
は
な
く
、
む

し
ろ
善
意
の
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
す
。
悪

意
の
あ
る
人
だ
け
で
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
利
用
す
る
人
全
員
が
、
加
害
者
に

も
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
な
ん

で
す
。 

人
を
傷
つ
け
な
い
た
め
に 

文
字
だ
け
の
や
り
と
り
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

は
、
「
思
い
が
伝
わ
り
に
く
い
、
本
位
が

伝
わ
り
に
く
く
、
危
険
性
を
は
ら
ん
で
い

る
」
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
会
話

な
ら
、
言
葉
で
の
や
り
取
り
で
、
声
の
ト

ー
ン
や
身
振
り
手
振
り
で
伝
え
ら
れ
ま
す

よ
ね
？ 

な
ぜ
、
会
話
が
重
要
で
あ
る
か

と
い
う
と
「
メ
ラ
ビ
ア
ン
の
法
則
」
に
よ

る
と
「
言
語
」
だ
け
で
伝
え
ら
れ
る
こ
と

は
、
わ
ず
か
７
％
な
の
で
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

謝
っ
た
と
し
て
も
そ
の
想
い
は
伝
わ
ら
な

い
の
で
は
？
と
思
い
ま
す
ね
。 

ネ
ッ
ト
炎
上
は
、
た
っ
た
２
人
で
始
ま

っ
て
そ
の
後
１
人
が
５
人
に
メ
ー
ル
を
送

る
と
９
回
目
に
は
、
メ
ー
ル
が
４
０
万

人
、
草
津
市
の
人
口
よ
り
も
は
る
か
に
多

く
拡
散
し
て
し
ま
う
の
で
す
。 

 

批
判
を
浴
び
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る

よ
う
な
写
真
や
言
葉
を
投
稿
し
て
し
ま
う

動
機
の
根
っ
こ
に
は
、
「
自
己
肯
定
感
」

（
自
分
を
大
切
に
出
来
る
気
持
ち
）
が
関

係
し
て
い
ま
す
。
自
己
肯
定
感
が
、
低
く

な
る
と
「
ど
う
せ
自
分
な
ん
て…

」
の
思

い
や
誰
か
を
攻
撃
し
て
し
ま
う
可
能
性
も

あ
る
よ
う
で
、
こ
の
「
誰
か
へ
の
攻
撃
」

が
人
権
侵
害
や
差
別
、
い
じ
め
等
に
つ
な

が
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

自
分
が
傷
つ
か
な
い
た
め
に 

ネ
ッ
ト
で
の
情
報
公
開
の
注
意
点
は 

○
世
界
に
向
け
て
発
信
し
て
い
る 

○
冗
談
で
は
済
ま
さ
れ
な
い 

○
法
令
順
守
が
求
め
ら
れ
る 

ネ
ッ
ト
は
、
包
丁
と
同
じ
、
便
利
で
役

立
つ
道
具
で
す
。
で
も
使
い
方
を
間
違
え

る
と
危
な
い
よ
！
と
言
う
こ
と
で
す
。 

ま
た
、
日
常
生
活
で
や
ら
な
い
こ
と
は

や
ら
な
い
。
日
常
生
活
で
や
っ
て
も
い
い

こ
と
は
ネ
ッ
ト
で
も
Ｏ
Ｋ
な
の
で
す
。 

「
家
の
玄
関
に
貼
り
つ
け
て
よ
い
も
の

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
投
稿
し
て
も
よ

い
」
と
考
え
ま
す
。
お
そ
ら
く
、
差
別
の

被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
な
ら
な
い
の
で

す
。
自
分
の
こ
と
も
相
手
の
こ
と
も
大
切

に
し
て
、
こ
の
情
報
が
真
実
で
あ
る
か
、

本
当
か
ど
う
か
確
認
し
て
、
確
認
で
き
な

い
場
合
は
、
自
分
で
と
ど
め
て
お
く
こ
と

が
大
切
で
す
。 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
部
落
差
別
問
題 

○
「
復
刻 

全
国
部
落
調
査 

部
落
地
名

総
鑑
の
原
点
」
発
行
販
売
事
件
・
・
・
戦

前
の
「
全
国
部
落
調
査
」
に
現
在
の
市
町

村
名
や
地
区
名
を
書
き
加
え
電
子
デ
ー
タ

化
し
販
売
し
よ
う
と
し
た
。 

○
「
全
国
部
落
探
訪
」
サ
イ
ト
立
ち
上
げ 

部
落
暴
き
・
部
落
晒
し
・
・
・
被
差
別
部

落
に
赴
き
、
写
真
や
動
画
を
撮
影
し
て
、

全
国
で
１
０
０
地
区
以
上
が
掲
載
さ
れ

る
。
（
滋
賀
県
で
も
１
１
市
町
２
０
地

区
） ネ

ッ
ト
の
世
界
は
、
書
き
込
み
に
何
の

規
制
も
な
く
書
き
た
い
放
題
の
無
法
地
帯

で
す
。
そ
ん
な
情
報
に
注
意
し
、
鵜
呑
み

に
し
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
書

き
込
み
の
削
除
要
請
は
、
理
念
法
で
管
理

人
の
判
断
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

差
別
動
画
に
つ
い
て
は
、
海
外
プ
ロ
バ

イ
ダ
、
管
理
人
が
い
な
い
サ
イ
ト
等
で
差

別
・
偏
見
を
含
む
動
画
を
発
信
し
て
視
聴

収
益
を
上
げ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。 

 

ネ
ッ
ト
の
向
こ
う
に
は
「
人
」
が
い
ま

す
。
自
分
も
相
手
も
大
切
に
で
き
る
社
会

を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。(

了) 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ネ
ッ
ト
社
会
に
つ
い
て
、
よ
く
知
り
、
上
手
に
付
き
合
う 

その投稿、家の玄関に貼りつけますか？！ 



 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

   

 

  

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講座・教室のご案内 

 子育てサロン 
 

★未就学児の親子対象 

日時：10/4（水）10：30～ 

講師：ぴょんぴょんＫＩＤＳ さん 

定員：親子10組程度 

場所：西一会館 2階多目的室 

参加費：無料 

持ち物：水筒 
 

おはなし会 
 

★未就学児の親子対象 

毎週金曜日 11：00～ 

内容：リズム遊び・絵本や紙芝居の読み聞かせ 

ふれあい遊び・製作 等 

参加費：無料【当日参加OK】 

場所：西一会館 ２階多目的室 
 

教養娯楽室（親子広場）の開放について 
 

★未就学児の親子対象 

利用時間：平日9：15～17：00 

★ままごとや、パズル、 

絵本などたくさんの 

おもちゃがあります。 

親子で遊びに来てください。 

 

なかよしひろば 
 

★草津小学校区の５歳～中３の子ども対象 

日時：10/21（土）10：00～ 

内容：オリジナル小皿を作ってみよう！ 

場所：教育集会所 1階学習室B 

参加費：150円 

持ち物：手拭きタオル（粘土で汚れます） 

   水筒、はんかち 

締切：10/18（水） 

★申し込み時に粘土の色をお伝えください。 

 （白、ベージュ、グレイ） 

★完成品は、10/28（土）文化祭で展示後、お渡

しします。 

お願い 
 

◆ホームページの活動報告ブログやセンターだよ

りの中で、活動の写真を掲載しています。 

顔がうつることで差し障りのある方は職員まで

お申し出ください。 

◆キャンセルされる場合、締切日以降は返金でき

ませんので、ご了承ください。 
 
 

お申し込み方法 
 

◆西一会館 YOU Iセンター（ＮＰＯ法人ユウ・ア

ンド・アイ）まで参加費をお持ちのうえ、お申

し込みください。定員になり次第、締め切らせ

ていただきます。 

ユウ・アンド・アイのホームページ 

（右記のQRコード）からもお申 

し込みいただけます。 

ＨＰ http://youandi932.jp 

 

鼓笛教室 
 

日時：9/26（火） 

10/3（火）・5（木）・10（火） 

17（火）・19（木）・24（火） 

16：30～17：15 

内容：鼓笛隊の演奏  

場所：西一教育集会所 2階集会室 

参加費：無料 

第４７回 西一会館文化祭 
 

日時：10/28（土）9：00～14：00（予定） 

内容：ステージ発表 

   啓発パネル展示 

   模擬店 等 

※詳細については、９月号でお知らせします。 

 

百歳体操 

（9月は時間変更があります） 
日時：毎週木曜日  

・9/7、14 

10：00～11：00 

・9/21以降は、通常通り 

13：30～14：30 

場所：西一会館 ２階大会議室 

参加費：無料 

持ち物：タオル・お茶 

ＮＰＯ編み物教室 
 

日時：毎月1・3木曜日 13：30～ 

（月によって変更あり） 

講師：浅居 順子 さん 

場所：西一会館 ２階小会議室 

参加費：1,500円／月 

持ち物：毛糸・編み物の道具・編み物の本 

受付：随時 

＊各自編みたいものを自由に編む教室です。 

 分からないところは、都度教えてもらえます

。 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1563862179/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly9pbGx1c3RreW9naWthaS5hbWViYW93bmQuY29tL3Bvc3RzLzM4MDcwMDk-/RS=%5eADBQ.6bOuc1WNXby8ev15i2OELdsmc-;_ylt=A2RCK.4iUzVd5DcA7SKU3uV7
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1573695560/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL3d3dy5pZGVhLmdyLmpwLzA2L2FtaW0vYW1pbS5odG1s/RS=%5eADB7l10Uf7yOC1K8hTmxoTRfwoS9_A-;_ylt=A2RCCzHHXstdK2EAzB.U3uV7


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

  

日 月 火 水 木 金 土 

     １ 

おはなし会 

民謡教室 

レッツ エンジョイ 

 イングリッシュ 

子ども英語教室 

中３特進教室 

２ 

サロン開放 

健康マージャン 

３ 

休館日 

４ 

ペン字教室 

書道教室 

５ 

配食 

ストレッチ体操教室 

６ 

子育てサロン 

ほっと事業 

（ディスコン） 

学びの教室 

中学生自主活動学級 

７ 

百歳体操 

編み物教室 

小学生自主活動学級 

８ 

おはなし会 

レッツ エンジョイ 

 イングリッシュ 

子ども英語教室 

中３特進教室 

９ 

休館日 

１０ 

休館日 

１１ 

ペン字教室 

書道教室 

１２ 

配食 

 

１３ 

ほっと事業 

（歌声サロン） 

おさらい会 

学びの教室 

１４ 

百歳体操 

小学生自主活動学級 

１５ 

おはなし会 

民謡教室 

中３特進教室 

１６ 

サロン開放 

なかよしひろば 

健康マージャン 

１７ 

休館日 

１８ 

休館日 

（敬老の日） 

１９ 

ストレッチ体操教室 

生け花教室 

 

２０ 

ほっと事業 

（ディスコン） 

おさらい会 

学びの教室 

２１ 

百歳体操 

編み物教室 

小学生自主活動学級 

２２ 

おはなし会 

中３特進教室 

２３ 

人権学習講座 

※サロン開放は 

ありません 

（秋分の日） 

２４ 

休館日 

２５ 

 

２６ 

配食 

鼓笛教室 

 

２７ 

子育てサロン 

ほっと事業 

（ディスコン） 

おさらい会 

学びの教室 

（テスト対策） 

２８ 

百歳体操 

 

２９ 

おはなし会 

中３特進教室 

３０ 

休館日 

 草津市指定ごみ袋を取り扱っています 

★指定ごみ袋…引き換え及び販売 

★粗大ごみ処理券…販売 

令和 5年 10月 1日から、焼却ごみ袋の取り扱いが変わります。 

詳細については各家庭に配布されているチラシをご覧ください。 

９月は 

「同和問題啓発強調月間」

です。 

部落差別（同和問題）は、

日本社会の歴史的過程で

形作られた身分差別によ

り、日本国民の一部の人々

が、長い間、経済的、社会

的、文化的に低い状態に置

かれることを強いられ、同

和地区と呼ばれる地域の

出身者であることなどを理

由に結婚を反対されたり、

就職などの日常生活の上

で差別を受けたりするなど

している、我が国固有の人

権問題です。 

「自分は差別をしていない

し、差別もされてない。だか

ら自分には関係がない」と

考えていませんか。 

同和問題を解決するため

には、一人ひとりが偏見や

不確かな情報に惑わされる

ことなく、同和問題について

正しく学び、人権尊重の意

識を高めることが必要では

ないでしょうか。 


